
 

 

 

 

岡山労働基準監督署管内においては、５月末まで死亡災害０件でしたが、残念ながら６月に１名の方が亡くな

られました。過去には２年続けて下半期に９名の方が亡くなられているように、死亡災害が集中しておこること

もあります。令和４年の下半期から死亡災害を撲滅するため、緊張感をもって労使で対策に取り組みましょう！ 

交通事故の死亡災害は、運輸交通業が多いと思っていませんか

平成２５年から令和４年５月末までにおいて、死亡災害の３３％が「交通事故（道路）」であり、次いで「墜

落・転落」が１８％となっています（図Ⅱ）。このうち、「交通事故（道路）」は、５８％が、運輸交通業以外

で発生しています（図Ⅲ）。運輸交通業以外の業種においても、交通労働災害防止対策が必要です。 

 
 

 

5

11

8 9
7

5
7

5

12

15 16

3
5 6 7 7

3

6
4

0

7

1
3 3

1 1
3 3

6

9

1 4 4 4
2

1 3 2
1

0

5

10

15

20

Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

6月末

時点死亡災害数（確定値） 死亡災害数（６月末時点）

交通事故

(道路)

19

墜落

・転落

10

はさまれ

・巻き込まれ

7

激突され

4

飛来・落下

3

おぼれ

3

その他

11

8 8 2 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

業種 発生月 発生時間帯 起因物 災害発生状況

その他の建築
工事業

令和３年
１月

７時台 トラック

　資材置場に止めていた工事現場で使用する２ｔダンプ車と、自身が
乗ってきた自家用車を入れ替えるため、ダンプ車を資材置場前の市道
（約７．９度の下り坂）に停車し、エンジンを掛けたままダンプ車から
降りたところ、ダンプ車が動き出したため、被災者はそれを止めようと
したが、ダンプ車の左側前輪に牽かれたもの。

その他の金属
製品製造業

令和３年
６月

２１時台 トラック
　高速道路上り線の追越車線を４ｔトラックで運転していたところ、前
方走行車線を走っていた大型トラックが前方の車線規制に従い、急な追
越車線への車線変更をしたために避けることが出来ずに衝突したもの。

一般貨物自動
車運送業

令和２年
６月

２時台 トラック
　取引先で荷降ろし後、次の荷降ろし先に向かうために中型トラックを
運転していたところ、左カーブでセンターラインを越え、対向してきた
大型トラックと衝突したもの。

STOP！ 死亡災害 

第三次産業 

建設業 

運輸交通業 

製造業 

図Ⅲ 死亡災害（交通事故（道路））の業種別内訳 

（平成２５年から令和４年５月末まで） 

図Ⅱ 死亡災害の事故の型別内訳 

（平成２５年から令和４年５月末まで） 

図Ⅰ 死亡災害の発生状況（平成１５年から令和４年６月末日まで） 

交通事故 死亡災害事例 

５８％ 

ＳＴＯＰ！ 死亡災害  ！ 

合計 
57 

令和４年は、６月に初めて死亡災害が発生(岡山監督署管内) 



岡山労働基準監督署 安全衛生課 086-225-0592 

 

  

□走行の開始・終了や経路についての計画を作成している。  

□疲労、飲酒、睡眠不足などで安全な運転ができないおそれがないか、乗務 

開始前の点呼によって確認している。 

□荷を積載するとき、最大積載量を超えず、偏荷重が生じないようにしている。 

□交通事故発生状況などを記載した交通安全情報マップを作成している。 

□交通労働災害防止のための管理者を選任し、目標を定めている。 

□「交通危険予知訓練による安全確保」や「十分な睡眠時間の必要性」等に 

ついて、雇い入れ時などや日常の安全衛生教育を実施している。 
 

全国で最多の死亡災害型は「墜落・転落」です

令和３年に全国で労働災害により亡くなられた方は８６７名で、このうち２１７名（２５％）が墜落・転落に

よるものです。岡山労働基準監督署管内においても、墜落・転落災害は多く発生しており、亡くなられた方も多

くいます（図Ⅱ）。墜落防止措置を適切に講じているか、再度確認を行い、安全に作業を行いましょう。 

 
 

 
 

 

業種 発生月 発生時間帯 起因物 災害発生状況

電気通信工事
業

令和２年
７月

１３時台 はしご等
　新築建屋外部階段の踊り場において、壁に立てかけた梯子に上り、梯子
の３～５段目の踏み面に足をかけて発電機用の配線のよじれ解消作業を
行っていたところ転落したもの。

橋梁建設業
平成２９
年１１月

１１時台 足場
　高架橋の耐震工事現場において、足場上で作業していたところ、材料吊
り上げのために設置していた開口部に気がつかず転落したもの。

交通事故 対策チェックリスト 

墜落・転落 死亡災害事例 

「職場のあんぜんサイト」では、死亡

災害や重大災害などの事例について、発

生状況や発生原因そして対策をイラスト

付きで紹介しています。業種、事故の型、

キーワード等での検索も可能です。 

また、外国人向けの各種教材・ツール

についても公開しています。 

安全な職場づくりのためにご活用くだ

さい。 

（Ｒ4.7） 

令和４年１月２

日からは、新しい

規格の墜落制止用

器具しか使えませ

ん。原則フルハー

ネス型を使用して

ください。 

はしごや脚立は

身近な用具です

が、重篤な災害が

多数発生していま

す。左の作業前点

検リスト等を活用

し、災害を防止し

ましょう。 
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